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要　　　約

聟島列島媒島において、野生化ヤギ駆除後直後から9年間の草本植生の種構成の変化を

記載した。2002年に植生調査を実施した50箇所の地点（20×20 m）において、2011年7

月に同様の調査を実施した。調査地点あたりの出現植物種数は、9年間で増加した一方で、

全調査地点で出現した種数は変化しなかった。多くの植物種の出現頻度（出現した調査地

点数/50地点）は、9年間で増加する傾向にあった。この傾向は、特に木本種に強く、これ

は長期的な森林植生への遷移の可能性を示唆する。一方で、外来植物の出現頻度も増加す

る傾向にあり、これらの外来植物が、今後、在来植生の回復を阻害する可能性がある。

Ⅰ．はじめに

多くの海洋島では、外来動物であるヤギが野生化し、その固有植生を破壊している

（Loope et al., 1988）。固有植生の消失は、固有植物種の消失だけでなく、その場所を生息

地とする固有動物種の消失など、固有生態系全体の衰退を意味する。野生化したヤギ（以

下ノヤギ）によって破壊された植生を回復させるために、現在、多くの海洋島においてノ

ヤギの駆除、抑制が実施されている（Campbell & Donlan, 2005）。

ノヤギを駆除・抑制によって、在来植生の回復が起こる場合もあれば、そうでない場合

もある（Bellingham et al., 2010; Cole1 et al., in press）。植生の回復の可否やその程度は、

過去のノヤギの撹乱の程度、地形、種子供給源からの距離など様々な要因に依存するため、

空間的なばらつきが生じることが予想される。また、植生の回復には、ある程度長期的な

時間が必要となる。つまり、ノヤギの駆除・抑制後の植生回復過程を明らかにするために

は、ある一定以上の環境を含むような空間スケールにおいて、長期的な植生の変化を把握

する必要がある。

本稿では、ノヤギ排除後の聟島列島媒島において、島内の環境の空間的不均一性を考慮

して、植物の種組成に着目して植生の9年間の時間的変化を定量的に記載した。
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Ⅱ．調査地と方法

1．調査地

現地調査は、聟島列島媒島で実施した。媒島では、1945年に無人島化した際に、家畜で

あったヤギが野生化した。その後、高密度で生育するノヤギの食害、踏圧によって、島の

広範囲に渡って植生の破壊、裸地化、土壌の流出が引き起こされた（清水、1993）。1997

年から1999年にノヤギは完全排除された後、部分的に植生の回復が確認されている（Hata

et al., 2007a）。

2．方法

畑ら（2003）では、2002年に島全体をカバーするように94地点で20m×20mの範囲で

出現した植物種を記載した。この94地点のうち島の北西部の50地点において2011年7月

に再調査を実施した。現地で同定できなかった種に関しては、サンプリングし、標本を作

成し、同定した。

得られた2回の調査における出現種の在・不在データを用いて、全地点、各地点あたり

の出現種数、各種の出現頻度（50地点あたりの出現した地点数）の時間的な変化を明らか

にした。

Ⅲ．結果

調査した50地点における総出現種数は、2002年では28科49種、2011年では24科47種と

9年間で大きく変化しなかった。2011年に出現した種の全てが、2002年の媒島の植物相調

査において記載された植物種のリスト（Yamamoto et al., 2003）に含まれていた。

各調査地点における出現種数は、2002年では7.22±1.68種（平均値±標準誤差）、2011

年では10.00±1.65種と有意な増加が見られた（対応がある t-test、p < 0.001）。各地点にお

ける出現科数も、2002年で4.74±1.56科から2011年で5.98±1.52科に有意な増加が見られ

た（対応がある t-test、p < 0.001）。

2002年には、スズメノコビエが最も多くの調査地点で出現し、次いでツボクサ、カタバ

ミ、ソナレシバ、シマスズメノヒエが多く出現した（表1）。2011年には、スズメノコビエ

が最も多くの調査地点で出現し、次いでシマスズメノヒエ、ツボクサ、コウライシバ、ホ

ウキギクが多く出現した。

2002年における各種の出現頻度と2011年の出現頻度の関係を見ると、多くの種がy = x

の直線の左上にプロットされる傾向があった（図1）。これは、多くの種が2002年から

2011年にかけて出現頻度が増加する傾向にあることを意味する。特に、木本種の多くには、
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出現頻度が増加する傾向があった（図1a）。また、一部の外来植物種にも出現頻度が増加

する傾向があった（図1b）。

出現頻度が高い種（2回の調査のうち少なくとも1回の調査で10地点以上において出現

した種）の中では、2002年から2011年にかけて、ウスベニニガナ、ギシギシ、コウライ

シバ、シマザクラ、シマスズメノヒエ、タカサブロウ、ホウキギクの出現頻度が有意に増

加した（表1）。一方で、カタバミの出現頻度は減少、タイワンヒメクグの出現頻度は減少

傾向にあった。ウラジロエノキ、グンバイヒルガオ、コバナムラサキムカシヨモギ、コハ

マジンチョウ、シマチカラシバ、スズメノコビエ、ソナレシバ、タコノキ、ツボクサの出

現頻度は、9年間で変化しなかった。

調査した50地点の中で、2002年から2011年にかけて、新たに16種が確認された。これ

らの種は、2002年の媒島全域の植物相調査では、その存在が確認されている（Yamamoto

et al., 2003）。一方で、この9年間で19種が見られなくなった。

Ⅳ．考察

ノヤギ駆除後の媒島の草本植生では、9年間で単位面積あたりの出現種数が増加した一

方で、全体の種数は変化しなかった。これは、2002年当時の種のプールから遷移の進行に

伴って植物種が新たな環境に定着した結果による可能性がある。2002年から2011年にか

けて出現頻度が増加した種が多かったこともこの可能性と矛盾しない。
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図1 2回の調査における各種の出現頻度（出現した地点数/50地点）の関係

図中の直線はy = xの直線を示す。
（a）木本種と草本種、（b）外来種とそれ以外に分けて提示した。



また、出現頻度の絶対値は小さいが、9年間で多くの木本種の出現頻度が増加する傾向

にあった。著者らの観察によると、2011年の調査で記録された木本種の多くは、高さ1 m

に満たない個体であった。この出現頻度の増加が今後も続くのであれば、長期的には森林

植生の回復も期待される。

一方で、9年間で出現頻度が増加した外来植物は、今後の在来植生の回復の障害となる

かもしれない。ノヤギによる攪乱とその駆除は、新たな環境への外来植物の侵入の機会を

増加させた可能性がある。実際に、本稿でも出現頻度の増加が確認されたギンネムは、ノ

ヤギ駆除後の媒島において、草本植生への著しい侵入が確認されている（Hata et al., 2010）。

一度侵入したギンネムは、純群落を形成し、その後の在来植物の定着を阻害する可能性が

ある（Hata et al., 2007b）。ギンネムを含め、9年間で出現頻度が増加した外来植物の挙動

については、今後も注意深く見守り、必要に応じて駆除などの対策を講じる必要があるだ

ろう。

本稿では、現地における植生調査による出現種の記載と調査地点における出現種数、

個々の植物種の出現頻度の変化を明らかにした。今後は、各調査地点間の種構成の違い

（β多様性）および調査地点間の種構成の違いと物理的な距離と種構成の関係を明らかに

することで、ノヤギ駆除後の植生回復に伴う種の分散が、植物群集の種構成に及ぼす影響

を評価する必要がある。また、現在の種構成と、ノヤギ駆除前の植生の退行の程度、ノヤ

ギ駆除直後の種構成との関係を明らかにすることで、ノヤギ駆除後の植生の回復過程に対

する攪乱および初期定着種の影響を評価することが可能であろう。
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